
経営比較分析表（令和4年度決算）
愛知県春日井市　春日井市民病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 500床以上 非設置 552 - - ■

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 28 対象 透 I 未 訓 ガ 救 臨 感 災 地 - 6 558 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 549

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

308,937 52,283 非該当 非該当 ７：１ 549

Ⅰ 地域において担っている役割
医療を提供する事業者として、患者との相互信頼関係の構築を最
も大切にし、患者に喜ばれる質の高い医療を提供するとともに、
この地域の基幹病院として、この地域の医療の水準維持と向上を
図る。また、「がん」「脳卒中」「心筋梗塞等の心血管疾患」
「糖尿病」「精神疾患」の５疾病について、急性期医療及び高度
専門医療を提供し、地域住民が安心して医療を受けられる体制を
確保するとともに、患者が住み慣れた地域で暮らせるよう、かか
りつけ医や介護サービス事業者等との連携の強化を図り、地域完
結型の医療を推進する。これらの取組みを更に充実させるため、
健全経営に努めるなど経営基盤の強化を図り、医療サービスを継
続し提供していく。H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 105.3 105.1 95.4 97.2 95.2当該値 105.5 104.9 98.6 108.0 105.0 当該値 86.1 87.8 73.8 75.3 78.2当該値 101.9 101.1 91.5 93.4 91.0

平均値 94.1 93.7 88.7 90.6 90.6平均値 100.0 99.2 102.9 106.1 102.9 平均値 80.2 79.8 70.6 71.4 72.2平均値 91.9 91.6 86.5 88.6 88.6

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

令和４年度においても、感染の拡大と収束を繰り返す新型コロナウイルス感染症に対し、第二種
感染症指定医療機関として、通常診療と感染症対応を両立しながら対応した。患者数は前年度か
らさらに増加したものの、令和元年度水準まで至っておらず、コロナ病床確保のための休床等に
より医業収支比率は赤字であり、依然として厳しい経営状況となっている。個別の指標の分析に
ついては、以下のとおり。
「①経常収支比率」は、医業収益は増加したものの、感染症対応病床の空床・休床を補償する補
助金収入の減少や人件費、光熱費、第２診療棟開設に伴う消耗品費、委託料の増加などで、3.0
ポイント下落した。「②医業収支比率」は2.0ポイント下落し、「③修正医業収支比率」は2.4％
下落している。「④病床利用率」は、コロナ病床確保のため、70％台となっているが、より多く
のコロナ患者に対応したため、前年度から2.9ポイント上昇した。「⑤入院患者1人1日当たり収
益」と「⑥外来患者1人1日当たり収益」については、重症度の高い患者が軽症患者と比較して相
対的に増加している傾向が続いており、前年度からさらに増加している。「⑦職員給与費対医業
収益比率」は、前年度と同様となった。医業収益が増加したが、人件費も増加しており、比率に
変動がなかった。「⑧材料費対医業収益比率」は高額な診療材料の使用の増加などにより、材料
費は増加したものの、医業収益の増加が上回り、0.6ポイント下落した。「⑨累積欠損金比率」
は、平成26年度の制度改正に伴う退職給付引当金の一括計上により増加して以降順調に減少して
きた。黒字計上により前年度から6.0ポイント下落した。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 「①有形固定資産減価償却率」は、年々増加しており、類似病院平均
を上回っている。当院は建設から20年以上が経過し、施設の老朽化が
進んでいることが確認できる。令和４年度は、第２診療棟が完成し、
資産計上されたことから、1.9ポイント下落した。有形固定資産のう
ち「②器械備品減価償却率」については、年々増加していたものの、
令和３年度は第２診療棟に設置する医療機器を購入したたため大きく
下落したが、令和４年度は減価償却が開始し、3.1ポイント上昇して
いる。
「③１床当たり有形固定資産」は、大きく上昇しているが理由は①と
同様である。

今後の投資については、建物では既存棟の大規模改修や建替えの予
定はないものの、老朽化に伴い、エレベーターの取替えなどの大規模
修繕が増加していく。中期経営計画に基づき計画的に修繕を行う。医
療機器についても中期経営計画に基づき計画的な導入や更新を行う。

R04 H30 R01 R02

21.2 21.7 23.6 24.0 23.455.0 当該値69,754 当該値

R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

平均値 68,751 70,630 75,766 79,610

49.6 50.6 56.5 55.013,911 14,624 16,099 16,759 16,669 当該値

19,207 20,687 22,637 23,244

当該値 61,244 62,010 65,939 68,896

29.4

2. 老朽化の状況

全体総括

各指標のうち、経営の健全性・効率性の「③累積欠損金比率」については累積欠
損金が発生していないことが必要であることから早期に解消する必要がある。前
年度から引き続き経常黒字を計上し、さらに下落したものの、医業収支比率は依
然として100％を下回っている。令和５年５月８日から新型コロナウイルス感染
症の位置付けがインフルエンザ等と同じ５類感染症に変更され、平時の体制に
徐々に移行していくこととなった。患者数がコロナ禍前の水準に戻っていない
中、今後はさらに厳しい経営状況が想定されるが、令和５年３月に策定した公立
病院経営強化プラン（中期経営計画）で定めた取組みを積極的に進め、医療ス
タッフの確保や施設・設備の改修、医療機器の更新・導入を行うとともに、地域
の医療機関へ継続的に訪問し更なる相互の信頼関係の向上を図る。加えて、患者
数の動向を踏まえた適正な人員配置と病床数の検討については継続して実施す
る。経営形態については、診療体制の充実を図っていることや、他院との役割を
分担し相互に補いながら連携の強化を推進していることなどから、他院との再編
やネットワーク化、経営形態の見直しを行うことなく、当面は現在の体制で運営
することとする。しかし、今後、病院を取り巻く環境や当院の経営状況等に大き
な変化が生じた場合には、改めて検討するものとする。

H30 R01 R02 R03 R04 H30

48.8 平均値 28.1 29.2 29.0 29.223,704 平均値 48.3 47.7 51.8 49.682,275 平均値

R03 R04

当該値 24.8 18.8 22.4 12.0 6.0 当該値 66.6

R02 R03 R04 H30 R01 R02R01 R02 R03 R04 H30 R01

67,619,860 68,266,801 69,895,837 73,898,186

平均値 32.6 27.0 34.2 29.2 25.3

73.8 72.3 64.6 67.7 当該値 68,195,12967.7 68.6 68.2 66.3 当該値 72.2

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 55,620,962 57,155,394 58,042,153 58,985,932 58,800,982平均値 67.1 67.9 69.2 70.8 70.7平均値 52.5 52.5 54.0 55.4 55.5
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